の 林の 間に、 赤い 月が 登り かけて いると ころであった。 

引き 緊 つていた 章の 心に、 やや ゆとりが 出来た。 彼 

は 岩に 凭れて 長な がと 両足 を 投げ だした が、 昼の 疲れ 

が 返って きて、 足の裏 や 膝 こぶしに 軽い 痛み を 覚えて 

きた。 

うちわ かか 

円い 大きな 月が 団扇の ように 木の 枝に 懸 つて 見えた。 

章 はいつ の 間に か睡 くな つたの て 〔# 「なった のて」 は 

ママ r 体 を 横倒しに して、 矢筒 を 引き寄せ、 それ を 枕 

にして 寝て しまった。 心よ い 重お もしい 睡が 続いて 

や つ てきた。 そうして 前後 を 忘れて 睡っ ていた 章 は、 

何物 かに 咽喉 元 を 嘗められ たような 気がする ので、 手 



乳母 はしん みり とした 態度に なって 言い はじめた。 

「お嬢さん は、 もう 十七で ございま すから、 よい 処が 

ございますなら、 嫁 づけたい と 思います、 そう なれば 

私の 重荷 もお ります が、 女の手で は、 思うよう になら 

ないで 困って おります、 ほんと にそうい う 場合に は、 

何人 かしつ かりした 男のお 友達が 欲しい と 思います」 

章 は 乳母が 永い 間の 労苦に 同情の 眼 を 向けた。 若い 

彼 は 酒の ために 非常に 感情的に なって いた。 

「そうです か、 それ はたい へんで したね」 

「なに、 私 もお よばず ながら、 旦那 様と 奥様に、 御 恩 

報じ を いたした いと 思う て やって おる ことで) y ざ い ま 
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